
 
Application No.1044 

抗ヒスタミン剤の分析 

  
抗ヒスタミン剤は、鼻炎や皮膚炎を抑制する有効成分として、薬剤中に含まれている物質です。これらの物
質の HPLC 分析を行う際には、残存シラノールの影響によるピークのテーリングを抑制するために、ペンタ
ンスルホン酸ナトリウムや過塩素酸ナトリウムなどのイオンペア試薬を移動相へ添加して、分析が行われるの
が普通です。しかし、イオンペア試薬を用いた分析では、カラム平衡化に時間がかかることや、グラジエント
分析時における再現性が無いなどの欠点が挙げられます。Super Endcappingされた L-columnODSでは、こ
のような吸着やテーリング性の高い塩基物質の分析に関して、イオンペア試薬を用いなくても、試料の吸着や
ピークのテーリングを極力抑えて分析することが可能です。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東京事業所クロマト技術部  http://www.cerij.or.jp 

〒345-0043 埼玉県北葛飾郡杉戸町下高野 1600番 TEL: 0480-37-2601 FAX:0480-37-2521 

【Analytical conditions】 
  Column           : L-columnODS 4.6×150 mm 

  Flow rate         : 1.0 mL/min 

  Mobile phase   : A)acetonitrile 
                             B)50mMK2HPO4-NaH2PO4(pH 6.8) 
                A / B (50/50) 

  Column temp.  : 40 ℃ 

  Detection         : UV220 nm(0.128 AFUS) 
  Sample conc.   : 100 ppm each 
  Injection.vol.   : 1.0 µL 
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【Sample】 
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Fig. Chromatogram of histamine antagonists
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